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数学科学習指導案 
大阪府立○○高等学校 

授業者 ○○ ○○ 

 

１ 日 時 平成○年○月○日（○） 第○限 

２ 学年・組 １年４組 

３ 単元名 数学Ⅰ ２次不等式 

４ 教材観 

１学期後半と２学期前半で、２次関数とそのグラフについて学習してきた。ここでは２次不等式の

解の意味を理解させ、２次関数 y=ax2+bx+c のグラフと x 軸の位置関係から求めることができるよう

にするとともに、２次関数のグラフの有用性を認識させる。さらには自然現象や日常生活で触れる問

題から数学的関係を見出し、それに２次不等式を用いることができるようにする。 

２次不等式は生徒にとって理解しにくい内容であるので、２次関数のグラフと２次不等式の解の関

係をより丁寧に扱うことが大切である。 

５ 生徒観 

   「略」 

６ 指導観 

数学は日常生活のどの場面で用いられているかということを、自身の経験で実感している生徒は少

ない。本授業では日常生活で起こり得る状況で数学的な見方を取り入れ、既習の数学的知識を活用す

ることで数学への興味・関心を持たせるとともに、数学を問題解決のツールとして活用できる力を身

につけさせたい。 

７ 単元目標 

・２次関数のグラフを用いて２次不等式の理解を図る。 

・２次不等式の解を求める技能の定着を図る。 

・連立不等式の解を求める技能の定着を図る。 

・２次不等式を問題解決に活用する技能の定着を図る。 

８ 評価規準 

関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 知識・理解 

２次関数のグラフと２次

不等式の関係について関

心をもつとともに、２次

不等式の解を求める際に

２次関数のグラフが有効

であることを認識する。 

関数的な見方や考え方を

身に付け、具体的な事象

から不等式で表される関

係を見いだすことができ

る。 

関数を用いて数量の変化

を表現し、不等式の解を

求めることができる。 

２次関数とそのグラフ及

び関数の値の変化、２次

不等式の意味について理

解し、基礎的な知識を身

に付けている。 
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９ 単元の指導と評価の計画（全８時間） 

時 学 習 内 容 評 価 規 準 

第１時 

 

 

１次不等式と１次関数 ・不等式とグラフの関係に興味をもつ。

【関・意・態】 

・グラフから不等式が表す領域を見つけ

ることができる。【見・考】 

第２時 第３時 

 

 

２次不等式と２次関数 

２次不等式の解法① 

（グラフが x 軸と２点で交わる場合） 

・２次不等式と２次関数の関係について

関心をもつ。【関・意・態】 

・２次不等式を２次関数のグラフで表す

ことができる【見・考】 

・２次関数とｘ軸の共有点の座標を求め

ることができる。【知・理】【技】 

・２次関数のグラフから、２次不等式の

解を求めることができる【技】 

第４時 第５時 ２次不等式の解法② 

（グラフが x 軸と接する場合） 

２次不等式の解法③ 

（グラフが x 軸と交わらない場合） 

・２次関数のグラフとｘ軸との共有点の

個数を判別式や平方完成を用いて調べ

ることができる。【技】【知・理】 

・２次関数のグラフとｘ軸との位置関係

から、２次不等式の解を求めることが

できる。【見・考】【技】 

第６時 ２次不等式の応用 

 

・２次方程式が実数解を持つための条件

を調べるために２次不等式を活用する

ことができる【見・考】【技】 

第７時 

 

連立不等式 ・２次不等式を含む連立不等式を解くこ

とができる【技】【知・理】 

第８時 

(本時) 

２次不等式の活用 ・日常生活に出てくる問題に対して数学

が活用できることに興味を持つ。

【関・意・態】 

・問題文から数学的構造を見出し、２次

不等式を立てることができる。 

【見・考】 

 

11 本時の展開 

（１）目標 

・日常生活に出てくる問題に対して数学を活用する。 

・問題文の文脈から数学的構造を見出し、問題解決にどの数学的知識を用いるかを適切に判

断する。 

・数式化した問題を、適切に解き、結論を導く。 

（２）主な評価規準 

・パンの販売価格の設定によって販売個数や利益が変動する様子を表現する際、数学を活用

できることに興味を持つ。【関心・意欲・態度】 

・目標金額を達成する販売価格は１つではなく、多数存在することから、不等式を用いるこ

とができることに気づく。また、不等式から得られた解をもとに問題解決の結論を述べる

ことができる。【数学的な見方・考え方】 
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（３）本時で扱う問題 

(1)学校の売店で売られている原価が 60 円のパンについて考える。パンの販売価格を 100 円にする

と 140 個売り上げ，販売価格を 1 円上げると売り上げる個数が 1 個減り，販売価格を 1 円下げる

と売り上げる個数が 1 個増えるとする。利益を 7200 円以上得るためにはパンの値段をいくらに

設定すればよいか。 

 

(2)学校の売店で売られている原価が 60 円のパンについて考える。パンの販売価格を 100 円にする

と 140 個売り上げ，販売価格を 1 円上げると売り上げる個数が 1 個減り，販売価格を 1 円下げる

と売り上げる個数が 1 個増えるとする。利益を 7200 円以上得るためにはパンの値段を何円以上

何円以下に設定すればよいか。 

 

 

（４）学習過程 

時間 学習内容・学習活動 
指導上の留意点及び理解の 

不十分な生徒へのてだて等 
評価規準・評価方法 

５分 ・グループ内での役割分担を決める。(班

長、計算係、発表係) 

・問題(1)を読み、題意を理解する。 

  

15 分 ・問題(1)について、各班でいろいろな販売

価格を設定し、それぞれ利益がどのよう

になるかを計算する。 

・机間指導を行い、作業が進ん

でいない班には、ヒントを与

える。 

 

10 分 ・計算結果の発表 

[発表する内容] 

 １．販売価格 

 ２．１個あたりの利益 

  ３．予想される販売個数 

  ４．得られる利益 

・各班で様々な価格が設定され

ているが、(計算間違いを除

いて)それらは全て正解であ

ることを強調し、正解は不等

式になることを意識させる。 

・他の班の発表を聞いて、

自分たちの答え以外にも

答えがあることに気づ

く。【見・考】 

10 分 ・問題(2)を読み、題意を理解する。 

・販売個数を x とおいて、残りの３つの量 

－１個あたりの利益 

－予想される販売個数 

－得られる利益 

を x の式で表現する。 

・全体の進み具合を見ながら適

宜ヒントを与える。 

 

・販売価格の設定に不等式

を活用できることに興味

を持つ【関・意・態】 

 

５分 ・得られる利益を x で表した式から不等式

を立て、その解からこの問題の結論を得

る。 

・班の中で相談や教えあいが行

われるように促す。 

・不等式から得た解をもと

に、問題解決の結論を述

べることができる。 

【見・考】 

５分 ・まとめ 

 

・ICT 機器を用いていくつかの

解法を示す。 

 

 

 

 

 

 

 



－  － 4 

 

数学Ⅰ 特別授業 ～売店の店長になってみよう～          No.4 

 

 

問題１ 

学校の売店で売られている原価 60 円のパンについて考える。パンの販売価格を 100 円にする

と１日に 140 個売り上げ，販売価格 1 円上げると 1 日に売り上げる個数が 1 個減り，販売価格

を1円下げると1日に売り上げる個数が 1個増えるとする。 

利益を7200円以上得るためにはパンの値段をいくらに設定したらよいか。 

 

作業１ 

販売価格を設定し、それが目標の利益を達成しているか調べてみよう。 

 

１．販売価格 

 

 

 

２．1個あたりの利益  

 

 

 

３．予想される販売個数  

 

 

 

４．得られる利益（利益は7200円より上かを確認） 
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数学Ⅰ 特別授業 ～売店の店長になってみよう～          No.２ 

 

 

問題２ 

学校の売店で売られている原価 60 円のパンについて考える。パンの販売価格を 100 円にする

と１日に 140 個売り上げ，販売価格 1 円上げると 1 日に売り上げる個数が 1 個減り，販売価格

を1円下げると1日に売り上げる個数が 1個増えるとする。 

利益を7200円以上得るためにはパンの値段を何円以上何円以下に設定すればよいか。 

 

作業２ 

何かの値を一つ x とし、それを用いて以下の１．～４．を x の式で表してみよう。 

 

０．何を x とおくか                      

 

１．販売価格 

 

 

２．1個あたりの利益  

 

 

３．予想される販売個数  

 

 

４．得られる利益 

 

 

作業３ 

 作業２で表した式を用いて、パンの値段を何円以上何円以下に設定すればよいか求めよう。 

 

 

 

 

 

答え．     円以上     円以下 
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